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はじめに

このマニュアルは、Oracleのライセンス契約においてプログラム・マニュアルの一部となっています。このマニュアルは、Oracleプログラムで使用できる機能とオプションについて理解することを目的としています。ライセンスに関するご質問は、Oracleサポート・サービス、またはhttp://www.oracle.com/us/corporate/license-management-services/index.htmlのLicense Management Servicesの担当者に問い合せるか、「関連ドキュメント」にリストされている情報リソースで詳細を参照してください。

ここでは、次の項目について説明します。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

このマニュアルは、Oracle Database Applianceのすべての購入者を対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、次のOracleマニュアルを参照してください。

	
Oracle Database Applianceのデプロイについては、『Oracle Database Applianceスタート・ガイド』を参照してください。


	
Oracle Database Applianceの管理については、『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』を参照してください。








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。















1 Oracle Database Applianceライセンスの概要

Oracle Database Applianceのハードウェア･サポート識別子(SI)をMy Oracle Supportアカウントに追加すると、システム上のすべてのコアについてライセンスが設定されます。プラットフォームはベア・メタルまたは仮想化を使用してデプロイできます。両方のプラットフォーム・タイプに、Capacity-on-Demandのライセンスがあります。ベア・メタルでは、Oracle Database Applianceのハードウェア・サポート識別子(SI)をMy Oracle Supportアカウントに追加してキーを作成することで、Oracle Databaseで使用されないコアを無効化します。Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームをデプロイすると、すべてのコアが有効化されますが、Capacity-on-Demandのライセンスは、Oracle Databaseおよび関連するソフトウェア(ODA_BASE)を実行する仮想マシンに特定のコアを割り当てることによって設定されます。

この章では、次に各ハードウェア・プラットフォームに対するライセンス・プロセスの概要について説明します。第2章「Capacity-on-Demandライセンスの情報」では、ライセンス・キーを入手し、My Oracle Supportに初期ライセンス要件を記録する方法について説明します。また、必要に応じて後でライセンスされたコア数を変更する方法についても説明します。章にはハードウェア・モデルごとに別個のセクションがあり、各セクションで次の項目について説明します。

	
CPUおよびコア数


	
コア数の変更に関するルールと制限


	
ライセンスされたコア数の変更




第2章「Capacity-on-Demandライセンスの情報」は、ライセンスがOracle Databaseに使用するコアを対象にしているベア・メタルのインストールのみに該当します。Oracle Database Applianceに含まれるサードパーティ製品に関する情報は、第3章「サードパーティ製品のライセンス」で説明します。




	
関連項目:

ライセンスされている初期のコア数をOracle Database Appliance仮想化プラットフォームで設定する場合の例については、『Oracle Database Applianceスタート・ガイド』の第4章、タスク3: ODA_BASEテンプレートのインストールに関する項を参照してください。









CPUおよびコア数

Oracle Database Applianceごとに、2つのノードがあります。

Oracle Database Appliance X5-2ノードにはそれぞれに2個のCPUがあり、CPUごとに18個のコアがあります。Oracle Database Appliance X5-2をデプロイすると、全部で72個のコア(各サーバーに36個のコア)が、デフォルトでハイパースレッディングが有効化されてアクティブになっています。

Oracle Database Appliance X4-2ノードにはそれぞれに2個のCPUがあり、CPUごとに12個のコアがあります。Oracle Database Appliance X4-2をデプロイすると、全部で48個のコア(各サーバーに24個のコア)が、デフォルトでハイパースレッディングが有効化されてアクティブになっています。

Oracle Database Appliance X3-2ノードにはそれぞれに2個のCPUがあり、CPUごとに8個のコアがあります。Oracle Database Appliance X3-2をデプロイすると、全部で32個のコア(各サーバーに16個のコア)が、デフォルトでハイパースレッディングが有効化されてアクティブになっています。

Oracle Database Appliance V1ノードにはそれぞれに2個のCPUがあり、CPUごとに6個のコアがあります。Oracle Database Applianceをデプロイすると、全部で24個のコア(各サーバーに12個のコア)が、デフォルトでハイパースレッディングが有効化されてアクティブになっています。

Oracle Database Applianceのベア・メタル・ライセンスは、システムにある使用可能なコアの数によって判断されます。Capacity-on-Demandのライセンス機能によって、システム・リソースのニーズが変化したときに、使用可能なコア数を変更できます。

最初に、ライセンスされるコア数を、現在アプリケーションに必要なレベルに設定します。各サーバー・ノードには、同数のアクティブなコアがあります。その後、アプリケーションでより多くの容量が必要になったときは、ライセンスされたコア数を増やします。次の表に示すオプションのいずれかを構成するコア・キーを入手して適用することで、ライセンスされたコア数を変更します。

	
Oracle Database Appliance X5-2のライセンスされたコア・ライセンス・オプションについては、表1-1を参照してください。


	
Oracle Database Appliance X4-2のライセンスされたコア・ライセンス・オプションについては、表1-2を参照してください。


	
Oracle Database Appliance X3-2のライセンスされたコア・ライセンス・オプションについては、表1-3を参照してください。


	
Oracle Database Appliance V1のライセンスされたコア・ライセンス・オプションについては、表1-4を参照してください。





表1-1 Oracle Database Appliance X5-2のベア・メタル・ライセンス・オプション

	各ノードにライセンスされるコア	Oracle RACおよびOracle Enterprise Editionのアクティブ・コア	Oracle RAC One Nodeのアクティブ・コア
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16
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36
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20
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44

	
22
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48

	
24
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26
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56
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30

	
60

	
30


	
32

	
64

	
32


	
34

	
68

	
34


	
36

	
72

	
36









表1-2 Oracle Database Appliance X4-2のベア・メタル・ライセンス・オプション

	各ノードにライセンスされるコア	Oracle RACおよびOracle Enterprise Editionのアクティブ・コア	Oracle RAC One Nodeのアクティブ・コア
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4

	
8

	
4


	
6

	
12

	
6


	
8

	
16

	
8


	
10

	
20

	
10


	
12

	
24

	
12


	
14

	
28

	
14


	
16

	
32

	
16


	
18

	
36

	
18


	
20

	
40

	
20


	
22

	
44

	
22


	
24

	
48
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表1-3に表示された情報は、Oracle Appliance Managerリリース2.10以降を実行している場合に該当します。それ以外の場合、各サーバーに4コアの細分度でのみ割り当てることができます。


表1-3 Oracle Database Appliance X3-2のベア・メタル・ライセンス・オプション

	各ノードにライセンスされるコア	Oracle RACおよびOracle Enterprise Editionのアクティブ・コア	Oracle RAC One Nodeのアクティブ・コア
	
2

	
4

	
2


	
4

	
8

	
4


	
6

	
12

	
6


	
8
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8


	
10

	
20

	
10


	
12

	
24

	
12
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32

	
16









表1-4 Oracle Database Applianceのベア・メタル・ライセンス・オプション

	各ノードにライセンスされるコア	Oracle RACおよびOracle Enterprise Editionのアクティブ・コア	Oracle RAC One Nodeのアクティブ・コア
	
2

	
4

	
2


	
4

	
8

	
4
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12

	
6


	
8
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24
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注意:

Oracle Database Appliance仮想化プラットフォームのCapacity-on-Demandのライセンス管理については、『Oracle Database Appliance管理およびリファレンス・ガイド』の第3章、ODA_BASEのサイズ変更に関する項を参照してください。

















2 Capacity-on-Demandライセンスの情報

この章では、Oracle Database Applianceベア・メタル・インストールのためのCapacity-on-Demandライセンスの情報を示します。次のモデルごとに、別個のセクションがあります。

	
Oracle Database Appliance X5-2


	
Oracle Database Appliance X4-2


	
Oracle Database Appliance X3-2


	
Oracle Database Appliance V1




各セクションは次の内容で構成されています。

	
ベア・メタル・デプロイメントのシステム・キャパシティおよびデフォルト・ライセンス設定の概要。


	
ベア・メタル・デプロイメントで最初にCPU数を設定する際またはその後にコア数を変更する際に適用される一連のルールと制限。


	
ベア・メタル・デプロイメントで最初にCPU数を設定する手順、またはその後に変更するための手順。






Oracle Database Appliance X5-2

Oracle Database Appliance X5-2は2台のサーバーで構成されており、各サーバーには36個のCPUコアがあります。デフォルトでは、Oracle Database Applianceは、次のように両方のサーバーのすべてのコアが有効な状態で出荷されます。

	
2台のサーバーのそれぞれで、36個のCPUが有効です。


	
合計72個の有効なCPUコアがあります




デフォルトのCPUコア数(各サーバーで2個)を使用することも、「Oracle Database Appliance X5-2ベア・メタル・デプロイメントでのCPUコア数の設定」の手順に従ってCPUコア数を変更することもできます。たとえば、各サーバーのCPUコア数を18個に変更すると、次のようになります。

	
2台のサーバーのそれぞれで、18個のCPUが有効です


	
合計36個の有効なCPUコアがあります





Oracle Database Appliance X5-2ベア・メタル・デプロイメントでCPUコア数を設定する場合のルールと制限

CPUコア数を変更する前に次のルールと制限を確認してください。

	
各サーバーのCPUコア数は、2から36までの2の倍数に変更できます。


	
CPUコア数を変更した場合、その後はCPUコア数を増やすことのみ可能です。

たとえば、CPUコア数を28に変更した場合、その後はCPUコア数を30、32、34または36に変更できます。CPUコア数を34に変更した場合、その後はCPUコア数を36に変更できます。


	
各サーバーに必要なCPUコア数が36の場合、デフォルト構成を使用します。「Oracle Database Appliance X5-2ベア・メタル・デプロイメントのCPUコア数の設定」の手順に従ってCPUコア数を36に設定する必要はありません。




	
注意:

手順に従って誤ってCPUコア数を36に設定し、後でCPUコア数を増やせない状態であることにすぐに気付いた場合、Oracleサポートに連絡して問題を解決してください。











Oracle Database Appliance X5-2ベア・メタル・デプロイメントでのCPUコア数の設定

CPUコア数を設定する手順:

	
My Oracle Supportにログインします。


https://myoraclesupport.com


	
「設定」タブをクリックし、サブメニューから「アセット」を選択します。


	
アセット・リストでアプライアンスのシリアル番号を検索します。

シリアル番号が見つからない場合は、Oracleサポートにご連絡ください。


	
アプライアンスのシリアル番号を選択します。


	
使用可能なアクションから「キーの管理...」を選択します。


	
「コア構成キーの管理」ダイアログ・ボックスに、アプライアンスのシリアル番号が表示されます。キーが以前に生成されていた場合、現在の構成を表示できます。

	
「1サーバー当たりのコア数」ドロップダウン・リストで、各サーバーの有効なコア数を選択します。選択された値は、アプライアンスの両方のサーバーに適用されます。

最初、2、4、6、8、10、12、14、16、18、20、22、24、26、28、30、32、34または36を選択できます。

以降は、現在の数より大きい数のみ選択できます。


	
「キーの生成」をクリックしてキーを生成します。


	
「キーをクリップボードにコピー」をクリックしてキーをクリップボードにコピーします。





	
キーを空のテキスト・ファイルに貼り付け、Oracle Database Applianceの任意の場所にファイルを保存します。


	
Oracle Database Applianceのサーバーの1つにrootとしてログインします。


	
注意: このステップのコマンドによって、再構成を完了するためにサーバーが再起動されます。

次のコマンドを実行します。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli apply core_configuration_key key_file_location


key_file_locationは、ステップ7で作成したテキスト・ファイルのフルパス名です。

次に例を示します。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli apply core_configuration_key /home/myfile.txt




システムの再起動後、Oracle Database Applianceが再構成され、両方のサーバーが、指定されたCPUコア数で稼働します。Oracle Database Appliance X5-2ベア・メタル・デプロイメントに対しては、常に2の倍数のコアを割り当てる必要があり、最小コア数は2です。





Oracle Database Appliance X4-2

Oracle Database Appliance X4-2は2台のサーバーで構成されており、各サーバーには24個のCPUコアがあります。デフォルトでは、Oracle Database Applianceは、次のように両方のサーバーのすべてのコアが有効な状態で出荷されます。

	
2台のサーバーのそれぞれで、24個のCPUが有効です。


	
合計48個の有効なCPUコアがあります




デフォルトのCPUコア数(各サーバーで24個)を使用することも、「Oracle Database Appliance X4-2ベア・メタル・デプロイメントでのCPUコア数の設定」の手順に従ってCPUコア数を変更することもできます。たとえば、各サーバーのCPUコア数を16個に変更すると、次のようになります。

	
2台のサーバーのそれぞれで、16個のCPUが有効です。


	
合計32個の有効なCPUコアがあります





Oracle Database Appliance X4-2ベア・メタル・デプロイメントでCPUコア数を設定する場合のルールと制限

CPUコア数を変更する前に次のルールと制限を確認してください。

	
各サーバーのCPUコア数は、2から24までの2の倍数に変更できます。


	
CPUコア数を変更した場合、その後はCPUコア数を増やすことのみ可能です。

たとえば、CPUコア数を16に変更した場合、その後はCPUコア数を18、20、22または24に変更できます。CPUコア数を22に変更した場合、その後はCPUコア数を24に変更できます。


	
各サーバーに必要なCPUコア数が24の場合、デフォルト構成を使用します。「Oracle Database Appliance X4-2ベア・メタル・デプロイメントでのCPUコア数の設定」の手順に従ってCPUコア数を24に設定しないでください。デフォルト構成を使用すると、必要に応じて後でCPUコア数を16未満に設定できます。




	
注意:

手順に従って誤ってCPUコア数を24に設定し、後でCPUコア数を増やせない状態であることにすぐに気付いた場合、Oracleサポートに連絡して問題を解決してください。











Oracle Database Appliance X4-2ベア・メタル・デプロイメントでのCPUコア数の設定

CPUコア数を設定する手順:

	
My Oracle Supportにログインします。


https://myoraclesupport.com


	
「設定」タブをクリックし、サブメニューから「アセット」を選択します。


	
アセット・リストでアプライアンスのシリアル番号を検索します。

シリアル番号が見つからない場合は、Oracleサポートにご連絡ください。


	
アプライアンスのシリアル番号を選択します。


	
使用可能なアクションから「キーの管理...」を選択します。


	
「コア構成キーの管理」ダイアログ・ボックスに、アプライアンスのシリアル番号が表示されます。キーが以前に生成されていた場合、現在の構成を表示できます。

	
「1サーバー当たりのコア数」ドロップダウン・リストで、各サーバーの有効なコア数を選択します。選択された値は、アプライアンスの両方のサーバーに適用されます。

最初、2、4、6、8、10、12、14、16、18、20、22または24を選択できます。

以降は、現在の数より大きい数のみ選択できます。


	
「キーの生成」をクリックしてキーを生成します。


	
「キーをクリップボードにコピー」をクリックしてキーをクリップボードにコピーします。





	
キーを空のテキスト・ファイルに貼り付け、Oracle Database Applianceの任意の場所にファイルを保存します。


	
Oracle Database Applianceのサーバーの1つにrootとしてログインします。


	
注意: このステップのコマンドによって、再構成を完了するためにサーバーが再起動されます。

次のコマンドを実行します。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli apply core_configuration_key key_file_location


key_file_locationは、ステップ7で作成したテキスト・ファイルのフルパス名です。

次に例を示します。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli apply core_configuration_key /home/myfile.txt




システムの再起動後、Oracle Database Applianceが再構成され、両方のサーバーが、指定されたCPUコア数で稼働します。Oracle Database Appliance X4-2ベア・メタル・デプロイメントに対しては、常に2の倍数のコアを割り当てる必要があり、最小コア数は2です。





Oracle Database Appliance X3-2

Oracle Database Appliance X3-2は2台のサーバーで構成されており、各サーバーには16個のCPUコアがあります。デフォルトでは、Oracle Database Applianceは、次のように両方のサーバーのすべてのコアが有効な状態で出荷されます。

	
2台のサーバーのそれぞれで、16個のCPUが有効です。


	
合計32個の有効なCPUコアがあります




デフォルトのCPUコア数(各サーバーで16個)を使用することも、「Oracle Database Appliance X3-2ベア・メタル・デプロイメントでのCPUコア数の設定」の手順に従ってCPUコア数を変更することもできます。たとえば、各サーバーのCPUコア数を12個に変更すると、次のようになります。

	
2台のサーバーのそれぞれで、12個のCPUが有効です。


	
合計24個の有効なCPUコアがあります





Oracle Database Appliance X3-2ベア・メタル・デプロイメントでCPUコア数を設定する場合のルールと制限

CPUコア数を変更する前に次のルールと制限を確認してください。

	
Appliance Manager 2.8以下を実行している場合、各サーバーのCPUコア数を、4、8、12または16に変更できます。


	
Oracle Appliance Manager 2.10以上を実行している場合、各サーバーのCPUコア数を、2、4、6、8、10、12、14または16に変更できます。


	
CPUコア数を変更した場合、その後はCPUコア数を増やすことのみ可能です。

たとえば、CPUコア数を8に変更した場合、その後はCPUコア数を12または16に変更できます。CPUコア数を12に変更した場合、その後はCPUコア数を16に変更できます。


	
各サーバーに必要なCPUコア数が16の場合、デフォルト構成を使用します。「Oracle Database Appliance X3-2ベア・メタル・デプロイメントでのCPUコア数の設定」の手順に従ってCPUコア数を16に設定しないでください。デフォルト構成を使用すると、必要に応じて後でCPUコア数を16未満に設定できます。




	
注意:

手順に従って誤ってCPUコア数を16に設定し、後でCPUコア数を増やせない状態であることにすぐに気付いた場合、Oracleサポートに連絡して問題を解決してください。











Oracle Database Appliance X3-2ベア・メタル・デプロイメントでのCPUコア数の設定

CPUコア数を設定する手順:

	
My Oracle Supportにログインします。


https://myoraclesupport.com


	
「設定」タブをクリックし、サブメニューから「アセット」を選択します。


	
アセット・リストでアプライアンスのシリアル番号を検索します。

シリアル番号が見つからない場合は、Oracleサポートにご連絡ください。


	
アプライアンスのシリアル番号を選択します。


	
使用可能なアクションから「キーの管理...」を選択します。


	
「コア構成キーの管理」ダイアログ・ボックスに、アプライアンスのシリアル番号が表示されます。キーが以前に生成されていた場合、現在の構成を表示できます。

	
「1サーバー当たりのコア数」ドロップダウン・リストで、各サーバーの有効なコア数を選択します。選択された値は、アプライアンスの両方のサーバーに適用されます。

最初は、4、8、12または16を選択できます。

以降は、現在の数より大きい数のみ選択できます。


	
「キーの生成」をクリックしてキーを生成します。


	
「キーをクリップボードにコピー」をクリックしてキーをクリップボードにコピーします。





	
キーを空のテキスト・ファイルに貼り付け、Oracle Database Applianceの任意の場所にファイルを保存します。


	
Oracle Database Applianceのサーバーの1つにrootとしてログインします。


	
注意: このステップのコマンドによって、再構成を完了するためにサーバーが再起動されます。

次のコマンドを実行します。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli apply core_configuration_key key_file_location


key_file_locationは、ステップ7で作成したテキスト・ファイルのフルパス名です。

次に例を示します。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli apply core_configuration_key /home/myfile.txt




システムの再起動後、Oracle Database Applianceが再構成され、両方のサーバーが、指定されたCPUコア数で稼働します。Oracle Database Appliance X3-2ベア・メタル・デプロイメントに対しては、常に4の倍数のコアを割り当てる必要があり、最小コア数は4です。





Oracle Database Appliance V1

Oracle Database Appliance V1は2台のサーバーで構成されており、各サーバーには12個のCPUコアがあります。デフォルトでは、Oracle Database Applianceは、次のように両方のサーバーのすべてのコアが有効な状態で出荷されます。

	
2台のサーバーのそれぞれで、12個のCPUが有効です。


	
合計24個の有効なCPUコアがあります




デフォルトのCPUコア数(各サーバーで12個)を使用することも、「Oracle Database Applianceベア・メタル・デプロイメントでのCPUコア数の設定」の手順に従ってCPUコア数を変更することもできます。たとえば、各サーバーのCPUコア数を8個に変更すると、次のようになります。

	
2台のサーバーのそれぞれで、8個のCPUが有効です。


	
合計16個の有効なCPUコアがあります





Oracle Database Applianceベア・メタル・デプロイメントでCPUコア数を設定する場合のルールと制限

CPUコア数を変更する前に次のルールと制限を確認してください。

	
各サーバーのCPUコア数は、2、4、6、8、10または12に変更できます。


	
CPUコア数を変更した場合、その後はCPUコア数を増やすことのみ可能です。

たとえば、CPUコア数を6に変更した場合、その後はCPUコア数を8、10または12に変更できます。CPUコア数を8に変更した場合、その後はCPUコア数を10または12に変更できます。


	
各サーバーに必要なCPUコア数が12の場合、デフォルト構成を使用します。「Oracle Database Applianceベア・メタル・デプロイメントでのCPUコア数の設定」の手順に従ってCPUコア数を12に設定しないでください。デフォルト構成を使用すると、必要に応じて後でCPUコア数を12未満に設定できます。




	
注意:

手順に従って誤ってCPUコア数を12に設定し、後でCPUコア数を増やせない状態であることにすぐに気付いた場合、Oracleサポートに連絡して問題を解決してください。











Oracle Database Applianceベア・メタル・デプロイメントでのCPUコア数の設定

CPUコア数を設定する手順:

	
My Oracle Supportにログインします。


https://myoraclesupport.com


	
「設定」タブをクリックし、サブメニューから「アセット」を選択します。


	
アセット・リストでアプライアンスのシリアル番号を検索します。

シリアル番号が見つからない場合は、Oracleサポートにご連絡ください。


	
アプライアンスのシリアル番号を選択します。


	
使用可能なアクションから「キーの管理...」を選択します。


	
「コア構成キーの管理」ダイアログ・ボックスに、アプライアンスのシリアル番号が表示されます。キーが以前に生成されていた場合、現在の構成を表示できます。

	
「1サーバー当たりのコア数」ドロップダウン・リストで、各サーバーの有効なコア数を選択します。選択された値は、アプライアンスの両方のサーバーに適用されます。

最初は、 2、4、6、8、10または12を選択できます。

以降は、現在の数より大きい数のみ選択できます。


	
「キーの生成」をクリックしてキーを生成します。


	
「キーをクリップボードにコピー」をクリックしてキーをクリップボードにコピーします。





	
キーを空のテキスト・ファイルに貼り付け、Oracle Database Applianceの任意の場所にファイルを保存します。


	
Oracle Database Applianceのサーバーの1つにrootとしてログインします。


	
注意: このステップのコマンドによって、再構成を完了するためにサーバーが再起動されます。

次のコマンドを実行します。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli apply core_configuration_key key_file_location


key_file_locationは、ステップ7で作成したテキスト・ファイルのフルパス名です。

次に例を示します。


/opt/oracle/oak/bin/oakcli apply core_configuration_key /home/myfile.txt




システムの再起動後、Oracle Database Applianceが再構成され、両方のサーバーが、指定されたCPUコア数で稼働します。Oracle Database Applianceベア・メタル・デプロイメントに対しては、常に2の倍数のコアを割り当てる必要があり、最小コア数は2です。











3 サードパーティ製品のライセンス

この章には、Oracle Database Applianceに含まれるサードパーティ製品のライセンス情報を示します。

Oracle Database Applianceには、Oracle Database 11gリリース2 (11.2および11.3)とOracle Database 12cリリース1 (12.1)で使用されているサードパーティ製品が含まれています。これらのサードパーティ製品のライセンス情報を確認するには、『Oracle Databaseライセンス情報11gリリース2 (11.2)』、『Oracle Databaseライセンス情報11gリリース3 (11.3)』および『Oracle Databaseライセンス情報12cリリース1 (12.1)』を参照してください。

Oracle Database Applianceには、Oracle Integrated Lights Out Manager 3.2で使用されているサードパーティ製品が含まれています。これらのサードパーティ製品のライセンス情報を確認するには、Oracle ILOMプログラム・ドキュメントのサードパーティ・ライセンスおよび注意点を参照してください。


Intel PXE Firmware License

The enclosed software products and documentation were developed at private expense, and are provided with "Restricted Rights."Use, duplication or disclosure by the government is subject to restrictions as set forth in FAR 52.227-14 and DFARS 252.227-7013 et. seq. or its successor.The use of this product by the government constitutes acknowledgment of Intel's proprietary rights in the product.







オラクルの法律上の注意点について

コピーライトについて

Copyright © 1994-2016, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.

ライセンス制約の保証と結果的に生じる損害の免責

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

保証免責

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクルまでご連絡ください。

制限付権利について

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations.As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs.No other rights are granted to the U.S. Government.

危険な用途への使用について

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、Oracle Corporationおよびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

商標と登録商標について

OracleおよびJavaはオラクルおよびその関連会社の登録商標です。その他の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

第三者のコンテンツ、製品、サービスに対する免責事項

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。

アルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが試作版の場合:

このドキュメントは試作版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

非公開のアルファ版およびベータ版ドラフト・ドキュメントについて

このドキュメントが非公開の試作版の場合:

このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のベータ・トライアル契約のみに従って検討されるべきものとします。マテリアル、コード、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されている特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle PartnerNetwork Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害のあるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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